
Medical and Pharmaceutical Society for WAKAN-YAKU

NII-Electronic Library Service

Medloal 　and 　Pharmaoeutloal 　Soolety 　for 　WAKAN −YAKU

P − 89

マ ウス lgE介在性三 相性皮膚反応モ デル を用い た

当帰飲子の抗ア レ ル ギー 活性成分の研究
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　【目的】近年、発 見 され たマ ウ ス IgE 介在性三相性皮膚反応の うち
一

相 目 （即時型）、 二 相

目 （遅延型 ）に つ づ く三 相目反応は ア トピー性皮膚炎の 病態を反映 して い る と考えられ て

い る 。 この モ デ ル を用 い て 、様々 な漢方方剤の ス ク リ
ー

ニ ン グ を行 っ た結果、当帰飲子に

お い て 、二 相目、三相 目の 反応に顕著な抑制活性がみ られた。 当帰飲子は、四物湯 （地黄 、

当帰、芍薬 、 セ ン キ ュ ウ）に 何 首烏、 しつ 藜子、荊芥、防風、黄耆、甘 草が加わ っ た方剤

で ある 。 主 と して掻痒、分泌物の 少な い 皮膚疾患に用 い られ る こ とが多 く、鎮 静作用 を有

す る こ とか ら中枢性 の 止痒効果 、また抗．ア レ ル ギ ー
作用 があ りア レ ル ギ

ー
性 の 皮膚疾患に

対する効果 も期待 される 。

　本研究 で は、ア トピー
性皮膚炎の 病態を反映 して い る と考えられ る マ ウ ス IgE 介在性三

相性皮膚反応モ デ ル を用 い て 当帰飲子の 抗ア レ ル ギ
ー
活性成分の 研 究を行 っ た 。

【方法】6 週齢 BALBlc マ ウス に マ ウ ス抗 DNP −IgE モ ノ クロ ーナル 抗体 を静脈内投与 し、

24 時間後に DNFB をマ ウ ス 両耳介に塗布 し反応 を惹起 した 。 反応惹起後 1時間 （
一
相目 ：

immediate　phase　reaction ： IPR）、 24 時間後（二 相目 ：late　phase　reaction ； LPR ）、 8 日後（三相

目 ：very 　）ate　phase　reaction ；　vLPR ）に耳介の 厚 さをダイア ル シ ッ クネス ゲージに て測定 した。

検体は 、 反応惹起 2 時 間前 と反応惹起 後 2 − 6 日目 まで 連 日経口 投与 を行 っ た 。 特に三 相

目の 反応抑制に 着目し、活性に つ い て 検討 した 。

【結果】当帰飲子水煎 エ キ ス を水に溶解 し、 AcOEl 、　 nBuOH で それぞれ分画 した 。 おの お

のの 画分の 活性を調 べ た ところ 、水溶性画分 に活性 がみ られた。
こ の 画分を透析に よっ て 、

分子量 10，000 以 下の フ ラ クシ ョ ン を分離 した とこ ろ 、 分子量 10
，
000 以下 の フ ラ ク シ ョ ン

に 活性 がみ られた 。 これ らをゲ ル ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーに よ り分離 し、得 られた画分に つ い

てそ れぞ れ、活性 を検討 した。 活性の み られた分画を ESI マ ス ス ペ ク トル 、　 NMR ス ペ ク

トル を測定した結果、活性成分は、分子量 2，000−5，000 の 多糖で ある こ とが推定で きた 。 こ

の 画分をさらに 、イオ ン交換 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

に よ り精製 した 。 精製 した多糖 を加水分

解 し、イオ ン ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーを用 い て 糖組 成を決 定 した結果、多糖 の 構成糖は、ガ ラ

ク トサ ミ ン 、グ ル コ サ ミ ン 、グル コ ース で あるこ とが確認 された 。
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